
はじめに
ヒメドロムシは主として河川に生息する最大で

も体長５mm程度の小型の水生甲虫である．ゲンゴ

ロウ科などの他の水生甲虫とは異なり遊泳するこ

とはなく，発達した爪で礫や植物などの基質にし

がみつき，水中を歩行によって移動する．大部分

の種は幼虫，成虫とも水生で，幼虫は鰓呼吸を行

うのに対して，成虫は腹部にある細かい毛の束の

中に空気を保持し，体表面の空気の層と流水中の

溶存酸素間での，酸素・二酸化炭素の交換による

プラストロン呼吸を行う．こうした呼吸を行うた

めには，溶存酸素が豊富な河川水が常に流れてい

ることが重要であり（Brown，１９８７），界面活性剤

の影響による呼吸阻害を受けやすいことも知られ

ている（緒方，２０００）．こうしたことから，北米な

どでは河川の環境指標生物として重要視されてい

るが，日本ではカゲロウやカワゲラといった他の

流水性昆虫と比べると河川生物調査における同定

が不十分で，「ヒメドロムシ科の１種」で扱われる

ことも多かった．しかし近年，各地で水系単位ま

たは県単位でのヒメドロムシ科の記録が発表され

るようになってきており（守屋，１９９７；吉富ほ

か，１９９９；信本，２０００；秋山，２００５；林・島田，

２００６），関心も高まっているようである．
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河川改修や水質汚濁に伴って生息環境の悪化が

懸念されている種も多く，２０００年に公表された環

境省のレッドリストでは，ヨコミゾドロムシ Lep-
telmis gracilis が絶滅危惧 I類に，アカツヤドロム

シ Zaitzevia rufaとケスジドロムシ Pseudomophilus

japonicusが準絶滅危惧とされている．この他にも，

セマルヒメドロムシ Orientelmis parvula やハガマ

ルヒメドロムシ Optioservus hagai などのように原

記載以降ほとんど記録がない種もあり早急な分布

調査の実施が望まれている（吉富ほか，１９９９）．

緒方は１９９２年以降，福岡県下の河川で大型無脊

椎動物調査を行っており，特に近年はヒメドロム

シに注目して調査を行ってきた．今回，中島によ

る２００１年以降の採集データと合わせて福岡県下全

域におけるヒメドロムシ科の分布状況の概要が明

らかになったので，ここに報告するとともに，福

岡県におけるヒメドロムシ相の特徴について解説

を行う．

方 法
調査は川虫用のたも網（目合い約１mm）を用い

た．採集は，下流側に網を構え上流側の礫を裏返

すことにより流下する個体を捕獲する方法と，河

川内の植物の根際をゆすりかく乱することにより

基質から離れた個体を捕獲する方法で行った．ま

た，流木を裏返し直接目視による採集も併用した．

緒方の採集品の中には，河川生物調査で用いられ

る D－フレームネットによる流心部でのキック・ス

イープ法によるものも含まれている．なお，ヒメ

ドロムシ科成虫は夜間燈火に飛来する種も多く，

燈火採集もよく行われているが，今回報告する標

本は全て河川中から採集したものである．

調査は福岡県内の，２６水系，約４５河川において

行った（図１）．

結 果
本調査で得られたヒメドロムシは，２亜科２５種

類であった．以下に採集リストと各種の概要につ

いてまとめた．採集者名は中島，緒方についてそ

れぞれ（N），（O）で略記した．

ハバビロドロムシ亜科 Larainae＊

１．ハバビロドロムシ

Dryopomorphus extraneus Hinton（図２A）

太宰府市北谷 御笠川１ex．２１．VII．１９９３（O）;嘉穂町

市野 遠賀川２exs.,２７．X．１９９２（O）;筑紫野市柚須原

筑後川水系宝満川１ex.,２８．X．２００３（O）;甘木市野鳥

筑後川水系野鳥川２exs.,２８．V．１９９８（O）;甘木市古

処山４exs.,２５．IV．２００４（N）; 矢部村御側 矢部川水

系御側川１ex.,１８．III．２００３（O）

樹木に覆われた河川源流部で採集された．幼虫

は成虫が確認できなかった源流部でも比較的普通

に得られ，樹林内の源流部には広く分布している

ものと思われる．本種は水際で落ち葉や流木等に

つかまって生活しており，他のヒメドロムシが見

図１ 主な調査河川と山系：１．雷山川；２．瑞梅寺川；３．
室見川；４．能古島；５．那珂川；６．御笠川；７．多々良川；
８．大根川；９．手光今川；１０．釣川；１１．筑前大島（天の
川）；１２．湯川；１３．遠賀川；１４．遠賀川水系犬鳴川；１５．
遠賀川水系穂波川；１６．遠賀川水系中元寺川；１７．遠賀
川水系彦山川；１８．割子川；１９．紫川；２０．竹馬川；２１．貫
川；２２．長狭川；２３．今川；２４．祓川；２５．角田川；２６．中
川；２７．岩岳川；２８．筑後川；２９．筑後川水系宝満川；３０．
筑後川水系小石原川；３１．筑後川水系佐田川；３２．筑後
川水系巨瀬川；３３．筑後川水系花宗川；３４．矢部川；３５．
矢部川水系星野川；３６．諏訪川；A．背振山地；B．三郡
山地；C．福智山地；D．貫山地；E．企救山地；F．英
彦山地；G．古処山地；H．耳納山地；I．釈迦岳山地；
J．筑肥山地

緒方 健・中島 淳
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つからない水量がきわめて少ない源流部でも見つ

かることがある．なお，本種によく似た種でヒメ

ハバビロドロムシD．nakanei Nomuraが本州から

記録されているが，福岡県下で採集された標本は

全てハバビロドロムシであった．

ヒメドロムシ亜科 Elminae

２．イブシアシナガドロムシ

Stenelmis nipponica Nomura（図２B）

福岡市西区橋本 室見川１ex.,１２．V．１９９５（O）; 大野

城市横峰 御笠川水系牛頸川２exs.,１８．VIII．２００４（O）;

福津市手光 手光今川４exs.,１５．XII．２００５（N）;直方

市知古 遠賀川１ex.,１４．V．１９９３（O）;１ex.,２５．I．１９９４

（O）;方城町春日 遠賀川水系弁城川７exs.,１７．VI．

２００３（O）; 方城町草場 遠賀川水系彦山川１ex.,１１．

V．１９９２（O）;１ex.,３．II．１９９３（O）; 添田町中津 遠賀

川水系中元寺川１ex., ７．V．１９９２（O）;２exs., ２１．

X．１９９２（O）;１ex.,８．II．１９９３（O）;添田町陣屋 遠賀川

水系中元寺川２exs.,７．V．１９９２（O）;１ex.,２４．VII．

１９９２（O）;１ex.,２１．X．１９９２（O）;２exs.,８．II．１９９３（O）;

若宮町黒目 遠賀川水系犬鳴川１ex.,１３．V．１９９４（O）;

３exs.,３．VIII．１９９５（O）;３exs.,２５．X．１９９５（O）;北九

州市八幡西区若葉 割子川２exs.,１．VIII．１９９５（O）;

北九州市小倉北区篠崎 紫川８exs.,１８．V．１９９４（O）;

７exs.,２０．VII．１９９４（O）;３exs.,１９．X．１９９４（O）;２exs.,

２４．I．１９９５（O）; 北九州市小倉南区山本 紫川２exs.,

１８．V．１９９４（O）;１ex.,２０．VII．１９９４（O）; 北九州市小

倉南区春吉 紫川２exs.,３０．VIII．２００３（N）;北九州市

小倉南区道原 紫川１ex.,３０．VIII．２００３（N）;北九州

市小倉南区上石田 竹馬川水系稗田川３exs.,１２．V．

１９９４（O）;６exs.,２６．VII．１９９４（O）;行橋市津留 祓川

１ex., １５．X．１９９３（O）; 犀川町川原 祓川１ex., １５．

X．１９９３（O）;犀川町崎山 今川１ex.,２６．II．２００５（N）;

犀川町木山 今川６exs., ２６．II．２００５（N）＆（O）;

豊津町徳永 祓川３exs.,２２．VI.２００３（N）;豊前市久

路土 岩岳川１ex.,１２．V．１９９２（O）;２exs.,２３．VII．１９９２

（O）; 豊前市下河内 岩岳川４exs.,１２．V．１９９２（O）;

２exs.,２３．VII．１９９２（O）;１９exs.,２２．X．１９９２（O）;６exs.,

９．II．１９９３（O）;３exs.,２２．VI．２００３（N）;豊前市挟間

岩岳川６exs.,２２．VI．２００３（N）; 朝倉町田中 筑後川

１ex.,１８．V．１９９５（O）;うきは市吉井町千年 筑後川

１ex.,２０．X．１９９５（O）;久留米市田主丸町恵利 筑後川

１ex.,２７．VI．２００５（N）; 甘木市馬田 小石原川９exs.,

２０．V．１９９４（O）;６exs.,２５．VII．１９９４（O）;６exs.,２４．

X．１９９４（O）;２ex.,２３．I．１９９５（O）; 甘木市大園 小石

原川２５exs.,２０．V．１９９４（O）;８exs.,２５．VII．１９９４（O）;

７exs.,２４．X．１９９４（O）;２ex.,２３．I．１９９５（O）;久留米市

田主丸町馬場 筑後川水系巨瀬川６exs.,２７．VII．２００４

（O）; 瀬高町本郷 矢部川１ex., １９．VII．１９９３（O）;

八女市馬場 矢部川１ex.,１２．V．１９９３（O）;１ex.,１９．

VII．１９９３（O）;１ex.,２１．X．１９９３（O）

中下流域の瀬の部分で普通に採集された．本種

のパラタイプ産地として，福岡県のShimohirokawa,

Futukaichi, Homangawaが記されており（Nomura，

１９５８a）， 広川町下広川，筑紫野市二日市，宝満

川（筑紫野市または小郡市）に相当するものと思

われる．

３．アシナガミゾドロムシ

Stenelmis vulgaris Nomura（図２C）

福岡市西区橋本 室見川２exs., ３．VIII．１９９５（O）;

福岡市早良区西入部 室見川１ex.,３．VIII．１９９５（O）;

福岡市南区的場 那珂川２exs., １１．VII．２００１（N）;

１７exs.,２３．VI．２００４（N）; 穂波町北川 遠賀川水系穂

波川２exs.,３０．VI．２００４（N）;豊津町徳永 祓川７exs.,

２２．VI．２００３（O）＆（N）; 豊前市下河内 岩岳川１ex.,

２３．VII．１９９２（O）;豊前市中畑 岩岳川１ex.,２３．VII．

１９９２（O）; 東峰村小石原塔の瀬 筑後川水系小石原

川１ex.,２５．VII．１９９４（O）;朝倉町田中 筑後川１ex.,

２３．VII．１９９５（O）

本種と次種は共に抽水植物や沈水植物が豊富な

場所で採集された．同様に植物が豊富な河川で採

集されるヨコミゾドロムシ属の種と同時に採集さ

れる場合もあるが，一般にやや流れが速い地点で

採集される傾向にあるようである．採集例があま

り多くないのではっきりしたことはわからないが

次種との間で「棲み分け」る様な傾向はなかった．

本種のパラタイプ産地としては，福岡県の

Kushige-mura（串毛村，現在の黒木町），Yoshii

（うきは市吉井町），Chikugo（筑後市），Kurume

（久留米市），Futsukaichi（筑紫野市二日市）が記

されている（Nomura，１９５８a）．

４．ミヤモトアシナガミゾドロムシ

福岡県のヒメドロムシ
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Stenelmis miyamotoi Nomura et Nakane（図２D）

福岡市南区的場 那珂川９exs., ２３．VI．２００４（N）;

那珂川町次郎丸 那珂川９exs., １６．VII．２００３（N）;

那珂川町不入道 那珂川１ex., １６．VII．２００３（N）;

穂波町北川 遠賀川水系穂波川４exs.,３０．VI．２００４

（N）;北九州市小倉北区篠崎 紫川２exs.,２０．VII．１９９４

（O）;犀川町続命院 今川１ex.,２．VII．２００４（N）;犀川

町川原 祓川２exs.,１５．VII．１９９３（O）;豊津町徳永 祓

川１０９exs.,２２．VI．２００３（N）＆（O）;豊前市久路土 岩

岳川１ex.,２３．VII．１９９２（O）; 豊前市下川内 岩岳川

２exs.,２３．VII．１９９２（O）;甘木市馬田 小石原川１ex.,

２４．X．１９９４（O）

前種と同様な場所で採集される．本種のパラタ

イプ産地としては，福岡県の Funagoya, Chikugo

（筑後市船小屋）が記されている（Nomura and

Nakane，１９５８）．

５．ゴトウミゾドロムシ

Ordobrevia gotoi Nomura（図２E）

豊前市下川内 岩岳川１ex.,２３．VII．１９９２（O）; 筑紫

野市吉木 筑後川水系宝満川１ex.,２１．VII．１９９５（O）;

甘木市地下 筑後川水系佐田川１ex., ２１．IX．１９９５

（O）

河川中流域の瀬で採集された．地域によっては

普通に採集されるようだが，福岡県下では個体数

は少ない．

６．アカモンミゾドロムシ

Ordobrevia maculata（Nomura）（図２F）

前原市白糸 雷山川水系長野川１ex.,８．IV．２００５（N）;

前原市高野 雷山川１ex.,１９．V．１９９４（O）;前原市井

原 瑞梅寺川２exs.,１４．XII．２００５（N）;福岡市早良区

三瀬峠 室見川４exs., １２．V．１９９５（O）; ３exs., ２５．

X．１９９５（O）; 福岡市早良区板屋 那珂川１ex., ２８．

I．１９９４（O）; 福岡市那珂川町五ヶ山 那珂川１ex.,

２８．I．１９９４（O）; 那珂川町桑河内 那珂川水系桑河内

川４exs.,１３．V．２００３（N）; 那珂川町成竹 那珂川

２exs.,２．III．２００３（N）;那珂川町不入道 那珂川１ex.,

１６．VII．２００３（N）; 太宰府市北谷 御笠川１ex., ２１．

VII．１９９３（O）;２exs.,２０．X．１９９３（O）;若宮町脇田 遠

賀川水系犬鳴川１ex.,１３．V．１９９４（O）;嘉穂町桑野

遠賀川１ex.,１４．V．１９９３（O）;１ex.,２０．VII．１９９３（O）;

嘉穂町市野 遠賀川４exs．１９．X．１９９３（O）;１ex．２５．

I．１９９４（O）;１ex.,２０．VII．２００３（N）;筑穂町桑曲 遠賀

川水系穂波川１ex.,１１．V．１９９５（O）;１ex.,１８．X．１９９５

（O）;２exs.,２８．III．２００５（N）; 筑前町櫛木 遠賀川水

系５exs.,６．IV．２００３（N）＆（O）;４exs.,２８．III．２００５

（N）;大任町島台 遠賀川水系彦山川１ex.,１１．V．１９９２

（O）; 添田町南坂本 遠賀川水系汐井川６exs.,１１．

V．１９９２（O）;２exs.,２１．VII．１９９２（O）;７exs.,２７．X．１９９２

（O）;１ex.,３．II．１９９３（O）;６exs.,２７．VII．２００３（N）;

２exs.,２３．X．２００４（N）;添田町深倉 遠賀川水系深倉

川２exs.,２４．II．２００４（N）;１ex.,２３．X．２００４（N）;添田

町大藪 遠賀川水系中元寺川３exs.,７．V．１９９２（O）;

１ex.,２４．VII．１９９２（O）;７exs.,２１．X．１９９２（O）;１ex.,

８．II．１９９３（O）;川崎町安宅 遠賀川水系安宅川１ex.,

１２．VI．２００３（O）;北九州市小倉南区菅生 紫川１ex.,

２．VIII．２００３（N）;北九州市小倉南区頂吉 紫川２exs.,

１８．V．１９９４（O）;１ex., ２０．VII．１９９４（O）;１ex., ２４．

I．１９９５（O）;行橋市高来 長狭川水系１ex.,２６．II．２００５

（N）; 行橋市矢山 長狭川水系１ex.,２６．II．２００５（N）;

添田町津野 今川１ex.,２０．VI．２００４（N）;犀川町帆柱

祓川３exs.,１５．VII．１９９３（O）;１ex.,１５．X．１９９３（O）;

豊前市求菩提 岩岳川２exs.,１２．V．１９９２（O）;４exs.,

２３．VII．１９９２（O）;２exs.,２２．X．１９９２（O）;甘木市甘水

筑後川水系甘水川１ex.,２０．VII．２００３（N）;うきは市

浮羽町妹川 筑後川水系巨瀬川５exs.,２９．VIII．２００５

（N）; 矢部村紫庵 矢部川６exs., ２１．X．１９９３（O）;

矢部村竹原 矢部川１ex.,２１．X．１９９３（O）;１ex.,３１．

I．１９９４（O）

源流－上流部の瀬で普通に採集された．福岡の

個体は本州の個体と比べると，全体に黒味が強い

個体が多い．

７．キスジミゾドロムシ

Ordobrevia foveicollis（Schönfeldt）（図２G）

福岡市西区橋本 室見川１ex.,３．VIII．１９９５（O）;大野

城市横峰 御笠川水系牛頸川６exs.,１８．VIII．２００４（O）;

若宮町山口 遠賀川水系山口川１ex., ９．VIII．２００２

（N）;筑穂町内野 遠賀川水系穂波川１ex.,２８．VIII．

２００４（O）;北九州市小倉南区上石田 竹馬川水系稗田

川２exs.,２６．VII．１９９４（O）;北九州市小倉南区横代南

町 竹馬川水系横代川１ex.,２６．VII．１９９４（O）; 豊前

市下川内 岩岳川３exs.,２３．VII．１９９２（O）;甘木市大

緒方 健・中島 淳
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園 筑後川水系小石原川１ex.,２５．VII．１９９４（O）

中下流域の流れの緩やかな場所で採集された．

野村・馬場（１９６１）は「本種を水中から得たこと

がない」と記しており，佐藤・吉富（２００５）は「水

田や池に生息している」と記述しているが，水生

植物が豊富で流れが緩やかな河川で夏季に採集さ

れた．本属のアカモンミゾドロムシ及びゴトウミ

ゾドロムシは，福岡県下や他地域での経験では，

ほぼ１年中採集できるのに対して，本種は夏季の

限られた期間しか採集されない．

８．ヨコミゾドロムシ

Leptelmis gracilis Sharp（図２H）

福岡市南区的場 那珂川１ex.,２７．IV．２００３（N）;福岡

市南区竹下 那珂川３exs.,１４．IV．２００５（N）;赤池町

上谷 遠賀川水系彦山川６exs.,１１．V．１９９２（O）;方城

町草場 遠賀川水系彦山川４exs.,１１．V．１９９２（O）;

１ex.,１０．VI．２００３（O）; 大任町島台 遠賀川水系彦山

川１ex.,１１．V．１９９２（O）;方城町草場 遠賀川水系彦

山川１ex.,１０．VI．２００３（O）;方城町春日 遠賀川水系

弁城川６exs.,１７．VI．２００３（O）; 宮田町宮田 遠賀川

水系犬鳴川１ex.,１３．V．１９９４（O）;若宮町黒目 遠賀

川水系犬鳴川１ex.,２１．V．１９９４（O）;北九州市小倉北

区篠崎 紫川１ex.,１８．V．１９９４（O）;北九州市小倉南

区春吉 紫川３exs.,３０．VIII．２００３（N）;北九州市小倉

南区上石田 竹馬川水系稗田川７exs.,１２．V．１９９４（O）;

２８exs.,２６．VII．１９９４（O）;２exs.,２５．X．１９９４（O）;犀川

町続命院 今川１５exs.,２．VII．２００４（N）;豊津町徳永

祓川２exs.,２２．VI．２００３（N）; 甘木市馬田 筑後川水

系小石原川１ex.,２０．V．１９９４（O）;１ex．２５．VII．１９９４

（O）;１exs.,２４．X．１９９４（O）; 甘木市大園 筑後川水

系小石原川８exs.,２０．V．１９９４（O）;２exs.,２５．VII．１９９４

（O）; 東峰村小石原塔の瀬 筑後川水系小石原川

１ex.,２０．V．１９９４（O）;大木町侍島 矢部川水系花宗

川１ex.,７．VI．２０００（O）;１ex.,２５．VII．１９９４（O）;瀬高

町本郷 矢部川１ex.,１２．V．１９９３（O）

環境省のレッドリストでは絶滅危惧 I類にされて

いる種であるが，福岡県下では水生植物が豊富な

河川で比較的普通に採集されるようである．主に

水生植物の茎上や根際で生活しているようだが，

水中に沈んだ木製の杭や流木上でも成虫や幼虫が

得られている．本種は後翅が退化しており，燈火

採集等で採集されないことも採集記録が少ない要

因の一つであると考えられる．福岡県下からは，

佐藤（１９６０）により，高良山（久留米市）と大橋

（福岡市南区）から記録されている．

９．ホソヨコミゾドロムシ

Leptelmis parallela Nomura（図２I）

宗像市吉留 釣川１ex.,２２．VII．１９９２（O）; 方城町草

場 遠賀川水系彦山川１ex.,１０．VI．２００３（O）;宮田町

宮田 遠賀川水系犬鳴川１ex.,２１．V．１９９４（O）;犀川

町続命院 今川１ex.,２．VII．２００４（N）; 大木町侍島

筑後川水系花宗川１ex.,７．VI．２０００（O）;大刀洗町三

川 筑後川１ex.,１８．V．１９９５（O）;大牟田市教楽来

諏訪川１ex.,２２．VIII．２００３（O）

前種と同様に水生植物が豊富で流れが緩やかな

河川で採集されるが，本種の方が採集例は少なかっ

た．本種のパラタイプ産地としては，福岡県の

Yoshii（うきは市吉井町）が記されている（Nomura，

１９６２）．

１０．クロサワドロムシ

Neoriohelmis kurosawai Nomura（図２J）

福岡市早良区板屋 那珂川１ex., １６．VII．１９９３（O）;

那珂川町中木戸 那珂川１ex.,２２．V．２００１（N）;那珂

川町不入道 那珂川１ex.,１６．VII．２００３（N）; 筑前町

櫛木 遠賀川水系６exs., ３０．VI．２００４（N）＆（O）;

筑穂町桑曲 遠賀川水系穂波川１ex., １９．VII．１９９５

（O）; 筑穂町内野 遠賀川水系穂波川１ex.,３０．VI．

２００４（N）; 嘉穂町桑野 遠賀川１ex., ２０．VII．１９９３

（O）;川崎町安宅 遠賀川水系安宅川１ex.,１２．VI．

２００３（O）; 添田町南坂本 遠賀川水系汐井川３exs.,

３．VII．２００４（N）;２exs.,２７．VII．２００３（N）;矢部村御側

矢部川水系御側川８exs.,４．VI．２００２（O）

河川源流－上流部でのみ採集された．瀬でも採

集されるが，ケスジドロムシと一緒に流木上で得

られる場合や川岸近くの有機物が多い泥質の場所

で得られる場合もあり，有機質の底質を好むよう

に思われる．

１１．ケスジドロムシ

Pseudamophilus japonicus Nomura（図２K）

那珂川町別所 那珂川１ex.,２９．V．２０００（O）;那珂川

福岡県のヒメドロムシ
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町次郎丸 那珂川１ex.,１６．VII．２００３（N）; 筑前町櫛

木 遠賀川水系１ex.,１．VIII．２００３（N）;１４exs.,３０．VI．

２００４（N）＆（O）;筑穂町内野 遠賀川水系穂波川４exs.,

３０．VI．２００４（N）;川崎町下真崎 遠賀川水系安宅川

１ex.,１２．VI．２００３（O）; 添田町津野 今川２exs.,２０．

VI．２００４（N）

上中流部の抽水植物の根際や流木上の個体が採

集された．成虫が採集されたのは５月下旬から８

月上旬までで，出現時期は比較的短いようである．

本種のパラタイプ産地としては福岡県の Homan-

gawa, Chikushi（筑紫野市，宝満川）が記されてい

るが，この標本についてのみ採集年月日等は記さ

れていない（Nomura，１９５７）．その後，Satô（１９７７），

佐藤（１９８５）では本種の分布域に九州は含められ

ていないが，今回再確認された．なお，本種の幼

虫は他にも数河川で確認しており，幼虫が見つかっ

た河川で６月頃探せば新たな成虫確認地点も増え

るものと思われる．本種は環境省のレッドリスト

では準絶滅危惧とされている．

１２．セマルヒメドロムシ

Orientelmis parvula（Nomura and Baba）（図２L）

那珂川町中木戸 那珂川２exs.,８．XII．２００１（N）;那珂

川町成竹 那珂川１５exs.,２７．II．２００３（O）;２exs.,

２２．III．２００３（N）; ５exs., ３０．XI．２００３（N）; １ex．３１．

V．２００５（O）; 北九州市小倉南区春吉 紫川２exs.,

３０．VIII．２００３（N）＆（O）;豊前市櫛狩屋 中川２exs.,

１４．VII．２００４（N）;豊前市挟間 岩岳川１ex.,２２．VI．

２００３（N）

本種は１９６１年に新潟県黒川村の１地点の採集品

を基に記載され，発見された場所では当時は比較

的個体数は多かったようであるが（野村・馬

場，１９６１），その水路の改修後はまったく記録がな

かった．その後，約４０年ぶりに広島県（秋山，

２００５）及び福岡県から再発見された（Satô et．al.,

２００５）．

本種の生息場所は，日本産の他のヒメドロムシ

とは異なり，植物の根が露出した砂地の環境であ

る．緩やかに蛇行した外側に列状に中州ができ，

その間を水が流れているような場所の川岸で多く

採集された．同様な場所を探せば，さらに各地で

発見される可能性がある．しかし，多くの川岸で

採集される他の水生昆虫の保全には抽水植物の保

全が重要であるのに対して，本種の生息場所の維

持には増水に伴う適度な撹乱が必要で，河川工事

に伴い生息場所が失われてしまう可能性が極めて

高い種である．

１３．ハガマルヒメドロムシ

Optioservus hagai Nomura（図２M）

筑穂町阿恵 遠賀川水系穂波川１ex.,１９．VII．１９９５

（O）; 筑穂町桑曲 遠賀川水系穂波川，１ex.,６．

IV．２００３（N）; 筑前町櫛木 遠賀川水系２exs., ２４．

II．２００４（N）; ４exs., ６．IV．２００３（N）＆（O）;２exs.,

２３．X．２００４（N）;２exs.,２３．XII．２００４（N）;１２exs.,２８．

III．２００５（N）＆（O）

本種はNomura（１９５８b）により，Kokura（北九

州市，小倉）産の個体を基に記載されているが，

その後の採集記録はほとんどなく現在のところ福

岡県下のみから知られている種である．今回，成

虫は北九州市周辺では確認できず，見つかったの

は穂波川のみで，次種セアカヒメドロムシと一緒

に採集された．成虫が確認できたのは穂波川のみ

であるが，幼虫は他に北九州市小倉南区堀越の竹

馬川水系横代川で採集している．

本種の好適生息環境については不明な点が多い

が，成虫幼虫共に多数確認している筑前町の採集

地点は丘陵地帯を流れる比較的小さな流れで，小

倉南区堀越も同様な場所である．

１４．セアカヒメドロムシ

Optioservus maculatus Nomura（図２N）

前原市白糸 雷山川水系長野川１ex.,８．IV．２００５（N）;

前原市雷山 雷山川２exs．３１．X．１９９４（O）;福岡市早

良区三瀬峠 室見川３exs.,３．VIII．１９９５（O）;２exs.,

２５．X．１９９５（O）;那珂川町桑河内 那珂川水系桑河内

川１ex.,１３．V．２００３（N）;福岡市早良区板屋 那珂川

４exs．２８．I．１９９４（O）;筑穂町桑曲 遠賀川水系穂波川

２exs.,１９．VII．１９９５（O）;１ex.,６．IV．２００３（N）;筑前町

櫛木 遠賀川水系２exs.,２４．II．２００４（N）;７exs.,２０．

VII．２００３（N）;１ex.,２３．X．２００４（N）;甘木市甘水 筑

後川水系甘水川１ex.,２０．VII．２００３（N）;甘木市下秋

月 筑後川水系白川４exs.,２４．II．２００４（N）

源流－上流部で採集された．福岡県下では，脊
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振山地に源流を持つ河川と，古処山地西部の河川

のみで採集された．本種は，九州においては大桃

（１９９７）により大分県から既に記録があるが，福岡

県下から採集されている個体は大分県の個体と比

べると，やや小型で上翅間室が皺状で光沢が鈍い

などの差が認められる．

１５．マルヒメドロムシ属の一種

Optioservus sp．（図２O）

矢部村御側 矢部川水系御側川３exs.,３０．X．１９９７（O）;

２exs.,４．VI．２００２（O）

採集地点は標高９００m程度と福岡県内で調査した

地点では最も標高が高い場所である．本州に広く

分布するスネアカヒメドロムシ Optioservus vari-

abilis Nomuraに似ているが，前胸が幅広く，中央

溝が深く顕著であること，上翅間室がしわ状で光

沢が鈍く，点刻列が深く溝状になっている点など

が異なっている．福岡の個体と同様な特徴を持っ

た個体が本州の一部では，スネアカヒメドロムシ

と同所的に生息していることから別種として記録

しておく．本州に生息するスネアカヒメドロムシ

とされる種，及び本種と同様な特徴を持った種の

中にも地方変異があり，今後詳細な検討が必要だ

と思われる．

１６．ヨツモンヒメドロムシ

Optioservus rugulosus Nomura（図２P）

福岡市早良区三瀬峠 室見川１ex.,３．VIII．１９９５（O）;

２exs.,２５．X．１９９５（O）;１ex.,１９．I．１９９６（O）; 福岡市

早良区曲淵 室見川１ex.,１９．I．１９９６（O）; 添田町大

藪 遠賀川水系中元寺川１ex.,２１．X．１９９２（O）;若宮

町脇田 遠賀川水系犬鳴川１ex.,２０．X．１９９４（O）;

筑穂町内野 遠賀川水系穂波川１ex.,３０．VI．２００４（O）;

筑穂町桑曲 遠賀川水系穂波川２exs.,１１．V．１９９５（O）;

１ex.,１９．VII．１９９５（O）;豊前市求菩提 岩岳川１ex.,

２３．VII．１９９２（O）; 筑紫野市香園 筑後川水系宝満川

３exs.,１７．V．１９９５（O）

源流－上流部で採集された．佐賀県佐賀市富士

町古湯産（原記載論文では Furuya, Saga pref．に

なっているが，国立科学博物館に収蔵されている

ホロタイプ標本のラベルは「古湯，Kyusyu」と記

されており，Furuyuの誤りである）の個体をホロ

タイプに福岡県の Hyûgami（矢部川上流日向神ダ

ム付近）をパラタイプ産地として記載されている

（Nomura，１９５８b）．

本種にきわめてよく似た種に山形県産の個体を

ホロタイプに記載されたツヤヒメドロムシ O．ni-

tidus Nomuraという種があり，図鑑等ではこれま

でツヤヒメドロムシのみしか記されてこなかった

ために，本種の記録は全国的にもほとんどない．

また，吉富ほか（１９９９）は，本種はツヤヒメドロ

ムシのシノニムではないかと考えている．実際に，

区別点とされており，「rugulosus」と「nitidus」と

いう種名の由来となった，体表面がしわ状である

か光沢があるかについては，同じ場所で同時に採

れた個体でも変異があり，種の識別には使えない

ようである．ただし，九州の個体は関東などの個

体と比べると銅色光沢があり，原記載に書かれて

いるツヤヒメドロムシの「black」よりも，ヨツモ

ンヒメドロムシの「bronzy black」によく一致す

る．また，ヨツモンヒメドロムシのタイプ産地が

佐賀県であることなどから，現時点では福岡県の

個体はヨツモンヒメドロムシO．rugulosus Nomura

として記録しておく．今後，さらに各地の個体を

調べて検討する必要があるものと思われる．

１７．ツヤナガアシドロムシ

Grouvellinus nitidus Nomura（図３A,B）

前原市井原 瑞梅寺川１ex.,１４．XII．２００５（N）; 福岡

市早良区三瀬峠 室見川１ex.,２５．X．１９９５（O）;１ex.,

１９．I．１９９６（O）; 福岡市早良区板屋 那珂川１ex.,２８．

I．１９９４（O）; 福岡市西区橋本 室見川１ex.,３．VIII．

１９９５（O）;那珂川町五ケ山 那珂川３exs.,１７．V．１９９３

（O）;３exs.,１６．VII．１９９３（O）;１ex.,１８．X．１９９３（O）;

１ex.,２８．I．１９９４（O）;那珂川町桑河内 那珂川水系桑

河内川２exs.,１３．V．２００３（N）;那珂川町成竹 那珂川

４exs.,２．III．２００３（N）; 那珂川町別所 那珂川１ex.,

２８．I．１９９４（O）; 篠栗町鳴淵 多々良川水系鳴淵川

１０exs.,２５．IV．２００４（N）; 古賀市谷山 大根川水系谷

山川２exs.,４．V．２００３（N）;古賀市清滝 大根川１ex.,

２９．VIII．２００２（N）; 筑穂町桑曲 遠賀川水系穂波川

５exs.,１１．V．１９９５（O）;１ex.,１９．VII．１９９５（O）;４exs.,

１８．X．１９９５（O）;４exs.,２８．III．２００５（N）;筑前町櫛木

遠賀川水系４exs.,２８．III．２００５（N）;川崎町安宅 遠

福岡県のヒメドロムシ
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図２ 福岡県のヒメドロムシ（１）：A．ハバビロドロムシ；B．イブシアシナガドロムシ；C．アシナガミゾドロムシ；
D．ミヤモトアシナガミゾドロムシ；E．ゴトウミゾドロムシ；F．アカモンミゾドロムシ；G．キスジミゾドロムシ；
H．ヨコミゾドロムシ；I．ホソヨコミゾドロムシ；J．クロサワドロムシ；K．ケスジドロムシ；L．セマルヒメドロム
シ；M．ハガマルヒメドロムシ；N．セアカヒメドロムシ；O．マルヒメドロムシ属の一種；P．ヨツモンヒメドロムシ

緒方 健・中島 淳
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図３ 福岡県のヒメドロムシ（２）：A．ツヤナガアシドロムシ；B．ツヤナガアシドロムシ側面図；C．キベリナガア
シドロムシ；D．キベリナガアシドロムシ側面図；E．ナガアシドロムシ属の一種；F．ミゾツヤドロムシ；G．アワツ
ヤドロムシ；H．ホソヒメツヤドロムシ（短翅型）；I．ホソヒメツヤドロムシ（長翅型）；J．ヒメツヤドロムシ属の一
種（短翅型）；K．ヒメツヤドロムシ属の一種（長翅型）；L．ヒメツヤドロムシ（短翅型）；M．ヒメツヤドロムシ
（長翅型）；N．マルヒメツヤドロムシ

福岡県のヒメドロムシ
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賀川水系安宅川１ex.,１２．VI．２００３（O）;添田町南坂本

遠賀川水系汐井川２exs.,２７．X．１９９２（O）;１ex.,３．

II．１９９３（O）;８exs.,２７．VII．２００３（N）;１ex.,２３．X．２００４

（N）; 添田町大藪 遠賀川水系中元寺川２exs., ７．

V．１９９２（O）;１ex.,２４．VII．１９９２（O）;１ex.,２１．X．１９９２

（O）;北九州市小倉南区頂吉 紫川２exs.,１９．X．１９９４

（O）; 北九州市小倉南区貫 貫川１ex.,３０．VIII．２００３

（N）; 豊前市求菩提 岩岳川３exs.,１２．V．１９９２（O）;

１ex.,２３．VII．１９９２（O）;５exs.,２２．X．１９９２（O）;２exs.,

９．II．１９９３（O）; 筑紫野市香園 筑後川水系宝満川

１ex.,２４．I．１９９６（O）;うきは市浮羽町妹川 筑後川水

系巨瀬川６exs.,２９．VIII．２００５（N）;八女市馬場 矢部

川１ex.,３１．I．１９９４（O）

源流－上流部で採集された．本種は次種にきわ

めてよく似ており過去の記録も混乱したものがあ

るが，Jeng and Yang（１９９８）による再記載に基づき

区別した．従来九州からの確実な記録はなかった

種であるが，上流部で採集された場合はほとんど

が本種であった．流水中の礫表面に付着した蘚苔

類中でよく見られ，幼虫も同時に採集されており，

典型的なモスマットを生息場所とする種である．

なお，本種の特徴として前胸がスムーズで光沢

があることがあげられており，それが和名の由来

にもなっているものと考えられるが，個体変異が

大きい．一部しわ状の個体や全体しわ状でほとん

ど光沢がない個体も確認しており，前胸の表面構

造のみでは次種との確実な区別点とはなりえない

ようである．次種との確実な区別点は前胸を側方

から見た場合に，本種は強く湾曲している（図３B）

のに対して，次種は比較的平坦であることがあげ

られる（図３D）．

本種以下のナガアシドロムシ属３種の福岡県内

における分布パターンを図４に示す．

１８．キベリナガアシドロムシ

Grouvellinus marginatus（Kôno）（図３C,D）

嘉穂町桑野 遠賀川１ex.,１９．X．１９９３（O）;添田町陣

屋 中元寺川２exs.,２１．X．１９９２（O）;北九州市小倉南

区山本 紫川１ex.,１８．V．１９９４（O）;２ex.,２０．VII．１９９４

（O）;１ex.,２４．I．１９９５（O）; 北九州市小倉南区道原

紫川１ex.,３０．VIII．２００３（N）;北九州市小倉南区春吉

紫川１ex.,３０．VIII．２００３（N）;苅田町稲光 長狭川水

系白川１ex.,１９．X．２００５（N）;犀川町崎山 今川２exs.,

２６．II．２００５（N）; 犀川町川原 祓川１ex.,１５．X．１９９３

（O）; 豊前市久路土 岩岳川２exs.,２２．X．１９９２（O）;

豊前市下川内 岩岳川１ex.,１２．V．１９９２（O）;３exs.,

２２．X．１９９２（O）;豊前市中畑 岩岳川３exs.,２２．X．１９９２

（O）; 豊前市挟間 岩岳川２exs., ２２．VI．２００３（N）;

甘木市大園 筑後川水系小石原川１ex.,２０．V．１９９４

（O）

前種と比べるとより下流部の河川中流域で主に

採集された．生息場所であるモスマットが中流域

では少なくなることもあってか，前種よりは採集

地点が限られていた．本種の記録は各地で見られ

るが，その大部分は前種の誤同定の可能性がある．

中流域に生息する本種は前種と混同されたまま減

少している可能性もあり，正確な同定に基づく分

布の現状を明らかにする必要があるものと思われる．

１９．ナガアシドロムシ属の一種

Grouvellinus sp．（図３E）

久山町猪野 多々良川水系猪野川１ex.,２７．VIII．２００５

（O）;古賀市谷山 大根川水系谷山川４exs.,４．V．２００３

（N）;８exs.,２１．IX．２００３（N）;嘉穂町市野 遠賀川１ex.,

２０．VII．１９９３（O）;甘木市高内 筑後川水系白川１ex.,

２８．III．２００５（O）;矢部村御側 矢部川水系御側川１ex.,

図４ 福岡県におけるナガアシドロムシ属３種の分布パ
ターン

緒方 健・中島 淳
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４．VI．２００２（O）;１ex.,３０．X．２００２（O）

上記２種とは，脚が赤褐色であること，体型が

より幅広いこと，および前２種にみられる前胸側

方の膨らみがないこと，などで容易に区別される．

脚が赤褐色である点や雄交尾器の形状からは台湾

から記載されているG．hygropetricus Jeng and Yang

に近縁な種と考えられる．Jeng and Yang（１９９８）に

よるとG．hygropetricusは流水部ではなく，岩盤上

を水が滴るような場所で採集されている．福岡県

下での採集例は少ないが，採集された御側川源流

部と同一山塊にある大分県側の源流部では，岩盤

上を水が流れ，蘚苔類がはえている場所で，蘚苔

類についている個体や岩に張り付いた落ち葉の下

にいる個体，岩の窪みに潜んでいる個体等が確認

され，生息場所においてもG．hygropetricusとの類

似性が伺われた．

２０．ミゾツヤドロムシ

Zaitzevia revalis Nomura（図３F）

前原市白糸 雷山川水系長野川２exs.,８．IV．２００５

（N）;福岡市早良区三瀬峠 室見川１ex.,１２．V．１９９５

（O）;１ex.,１９．I．１９９６（O）; 福岡市早良区曲淵 室見

川２exs.,３．VIII．１９９５（O）;２exs.,２５．X．１９９５（O）;

１ex.,１９．I．１９９６（O）; 福岡市西区橋本 室見川１ex.,

３．VIII．１９９５（O）; 福岡市那珂川町五ケ山 那珂川

３exs.,１７．V．１９９３（O）;１ex.,１６．VII．１９９３（O）;１ex.,

１８．X．１９９３（O）;１ex.,２８．I．１９９４（O）;那珂川町桑河

内 那珂川水系桑河内川２exs.,１３．V．２００３（N）;那珂

川町成竹 那珂川２exs.,２．III．２００３（N）;太宰府市北

谷 御笠川２０exs.,１８．V．１９９３（O）;４exs.,２１．VII．１９９３

（O）;６exs.,２０．X．１９９３（O）;篠栗町鳴淵 多々良川水

系鳴淵川２exs.,２５．IV．２００４（N）; 古賀市清滝 大根

川２exs.,２９．VIII．２００２（N）;岡垣町湯川 湯川４exs.,

７．IV．２００３（N）;若宮町脇田 遠賀川水系犬鳴川１ex.,

１３．V．１９９４（O）;川崎町安宅 遠賀川水系安宅川１ex.,

１２．VI．２００３（O）;香春町谷口 遠賀川水系金辺川３ex.,

１７．VI．２００３（O）; 筑穂町桑曲 遠賀川水系穂波川

３exs.,１１．V．１９９５（O）;１ex.,１９．VII．１９９５（O）;１３exs.,

１８．X．１９９５（O）;１１exs.,１７．I．１９９６（O）;２exs.,２８．

III．２００５（N）; 嘉穂町桑野 遠賀川１ex.,１４．V．１９９３

（O）;３exs.,２０．VII．１９９３（O）;２exs.,１９．X．１９９３（O）;

嘉穂町市野 遠賀川１ex., ２０．VII．１９９３（O）;１ex.,

１９．X．１９９３（O）;２exs.,２０．VII．２００３（N）;筑前町櫛木

遠賀川水系４exs.,２８．III．２００５（N）;添田町南坂本

遠賀川水系汐井川３exs.,１１．V．１９９２（O）; ３exs.,

２１．VII．１９９２（O）;７exs.,２７．X．１９９２（O）;３exs.,３．

II．１９９３（O）;９exs.,２７．VII．２００３（N）;３exs.,２３．X．２００４

（N）; 添田町大藪 遠賀川水系中元寺川６exs., ７．

V．１９９２（O）;７exs.,２４．VII．１９９２（O）;３exs.,２１．X．１９９２

（O）;１ex.,８．II．１９９３（O）;添田町深倉 遠賀川水系深

倉川２exs.,２４．II．２００４（N）;２exs.,２３．X．２００４（N）;

北九州市小倉南区頂吉 紫川２exs.,１８．V．１９９４（O）;

３exs.,２０．VII．１９９４（O）;４exs.,１９．X．１９９４（O）;１ex.,

２４．I．１９９５（O）; 苅田町稲光 長狭川水系白川１ex.,

１９．X．２００５（N）; 行橋市高来 長狭川水系小波瀬川

２exs.,２６．II．２００５（N）;行橋市矢山 長狭川水系矢山

川５exs.,２６．II．２００５（N）＆（O）;添田町津野 今川

５exs.,２０．VI．２００４（N）; 犀川町川原 祓川１ex.,１５．

VII．１９９３（O）;５exs.,１５．X．１９９３（O）;犀川町帆柱 祓

川７exs.,１５．VII．１９９３（O）; 豊前市下河内 岩岳川

１ex.,１２．V．１９９２（O）;１ex.,２２．VI．２００３（N）;豊前市

中畑 岩岳川２exs.,１２．V．１９９２（O）;１ex.,２２．X．１９９２

（O）;１ex.,９．II．１９９３（O）;豊前市求菩提 岩岳川５exs.,

１２．V．１９９２（O）; ５exs., ２３．VII．１９９２（O）;２exs.,

２２．X．１９９２（O）;２exs.,９．II．１９９３（O）;豊前市山谷 角

田川１ex.,１４．VII．２００４（N）; 筑紫野市本道寺 筑後

川水系宝満川４exs.,２３．X．２００４（N）;筑紫野市吉木

筑後川水系宝満川１ex.,２１．VII．１９９５（O）;筑紫野市

香園 筑後川水系宝満川１ex.,１７．V．１９９５（O）;

１ex.,２１．VII．１９９５（O）;７exs.,１９．X．１９９５（O）;１ex.,

２４．I．１９９６（O）; 東峰村小石原塔の瀬 筑後川水系小

石原川１ex.,２０．V．１９９４（O）;１ex.,２５．VII．１９９４（O）;

５exs.,２４．X．１９９４（O）;東峰村小石原立ヶ隠 筑後川

水系小石原川５exs., ２０．V．１９９４（O）;１ex., ２５．

VII．１９９４（O）;５exs.,２４．X．１９９４（O）;吉井町千年 筑

後川１ex.,２３．VII．１９９５（O）; うきは市浮羽町妹川

筑後川水系巨瀬川５exs.,２９．VIII．２００５（N）;矢部村

紫庵 矢部川１ex.,１２．V．１９９３（O）;７exs.,２１．X．１９９３

（O）;１ex.,３１．I．１９９４（O）;矢部村竹原 矢部川３exs.,

１２．V．１９９３（O）;２exs．２１．X．１９９３（O）

河川上流部の瀬で普通に採集された．本種のパ

ラタイプ産地としては，福岡県の Kokura（北九州

市，小倉）が記されている（Nomura，１９６３）．本

種は日本に生息するヒメドロムシ科の中では分布

福岡県のヒメドロムシ

２３７



範囲が広い種であるが，地域による変異も認めら

れ，福岡県下の個体は，上翅の光沢が弱く翅端の

丸みが強い個体が多い．

本種以下のツヤドロムシ属２種の福岡県内にお

ける分布パターンを図５に示す．

２１．アワツヤドロムシ

Zaitzevia awana（Kôno）（図３G）

宮田町宮田 遠賀川水系犬鳴川１ex.,１３．V．１９９４（O）;

若宮町黒目 遠賀川水系犬鳴川１ex.,２０．X．１９９４（O）;

行橋市津留 祓川１ex.,１３．V．１９９３（O）;５exs.,１５．

VII．１９９３（O）;２exs.,１５．X．１９９３（O）;豊津町徳永 祓

川２exs., １３．V．１９９３（O）;１ex., １５．VII．１９９３（O）;

豊前市久路土 岩岳川２exs.,１２．V．１９９２（O）;２exs.,

２２．X．１９９２（O）;３exs.,９．II．１９９３（O）;豊前市下河内

岩岳川３exs.,１２．V．１９９２（O）;１ex.,２３．VII．１９９２（O）;

５exs.,２２．X．１９９２（O）;４exs.,９．II．１９９３（O）;５exs.,

２２．VI．２００３（N）; 豊前市挟間岩岳川３exs.,２２．

VI．２００３（N）;甘木市馬田 筑後川水系小石原川７exs.,

２０．V．１９９４（O）; 甘木市大園 筑後川水系小石原川

２exs.,２０．V．１９９４（O）;１ex.,２３．I．１９９５（O）

中下流域の瀬で採集され前種との間に「棲み分

け」が認められた．本種は近畿・中国地方では中

～下流部に広く生息しており，本属の中でも最も

普通に見られる種であるが，福岡県下では一部河

川の下流部でのみ見られ個体数も少ない．

２２．ホソヒメツヤドロムシ

Zaitzeviaria gotoi（Nomura）（図３H, I）

篠栗町鳴淵 多々良川水系鳴淵川２exs.,２５．IV．２００４

（N）; 添田町南坂本 遠賀川水系汐井川６exs.,２７．

VII．２００３（N）;１ex.,３．VII．２００４（N）;北九州市小倉南

区頂吉 紫川１ex.,１９．X．１９９４（O）;添田町津野 今川

４exs.,２０．VI．２００４（N）; 豊前市下河内 岩岳川１ex.,

１２．V．１９９２（O）;１２exs.,２２．VI．２００３（N）;岩岳川豊前

市山谷 角田川１ex.,１４．VII．２００４（N）; 筑紫野市香

園 筑後川水系宝満川１ex.,１９．X．１９９５（O）;東峰村

小石原立ヶ隠 筑後川水系小石原川２exs.,２４．X．１９９４

（O）

河川上中流部で採集されたが，次種と比べると

開けた場所で採集されるようであった．本種のパ

ラタイプ産地としては，福岡県の Kokura（北九州

市，小倉）が記されている（Nomura，１９５９）．

本種には肩が丸まり後翅が退化している短翅型

（図３H）と肩が明瞭で後翅が発達している長翅型

（図３I）の２型が認められた．

本種以下のヒメツヤドロムシ属４種の福岡県内

における分布パターンを図６に示す．

２３．ヒメツヤドロムシ属の一種

Zaitzeviaria sp．（図３J, K）

前原市白糸 雷山川水系長野川１ex.,８．IV．２００５（N）;

前原市高野 雷山川１ex.,３１．X．１９９４（O）;前原市雷

山 雷山川１ex.,１９．V．１９９４（O）;２exs.,３１．X．１９９４

（O）;前原市井原 瑞梅寺川２exs.,１４．XII．２００５（N）;

前原市川原 瑞梅寺川水系川原川４exs.,２１．II．２００３

（O）; 福岡市西区能古島６exs., ２３．VII．２００５（N）;

福岡市早良区三瀬峠 室見川１ex.,３．VIII．１９９５（O）;

福岡市早良区曲淵 室見川１ex., ２５．X．１９９５（O）;

福岡市早良区脇山 室見川水系小笠木川７exs.,２０．

IX．２００３（N）; 福岡市早良区板屋 那珂川１ex., ２８．

I．１９９４（O）;篠栗町鳴淵 多々良川水系鳴淵川４exs.,

２５．IV．２００４（N）;古賀市谷山 大根川水系谷山川１ex.,

４．V．２００３（N）;宗像市大島 天の川５ex.,１８．III．１９９９

（O）; 嘉穂町市野 遠賀川１１exs., ２５．I．１９９４（O）;

添田町大藪 遠賀川水系中元寺川１ex.,２１．X．１９９２

（O）; 香春町谷口 遠賀川水系金辺川４ex.,１７．VI．

図５ 福岡県におけるツヤドロムシ属２種の分布パターン

緒方 健・中島 淳
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２００３（O）; 筑穂町内野 遠賀川水系穂波川４exs.,

３０．VI．２００４（O）; 筑穂町桑曲 遠賀川水系穂波川

３exs.,１８．X．１９９５（O）;９exs.,１７．I．１９９６（O）;２exs.,

２８．III．２００５（N）; 筑前町櫛木 遠賀川水系８exs.,

２８．III．２００５（N）; 添田町深倉 遠賀川水系深倉川

３exs.,２４．II．２００３（N）;北九州市小倉南区頂吉 紫川

１８exs.,１９．X．１９９４（O）;北九州市小倉南区菅生 紫川

１ex.,２．VIII．２００３（N）;北九州市小倉南区堀越 竹馬

川水系横代川１ex.,１２．V．１９９４（O）;２exs.,２６．VII．

１９９４（O）; 北九州市小倉南区平尾台７exs.,２３．IX．

２００３（N）; 苅田町稲光 長狭川水系白川１ex., １９．

X．２００５（N）;行橋市高来 長狭川水系小波瀬川２０exs.,

２６．II．２００５（N）＆（O）;行橋市矢山 長狭川水系矢山

川７exs.,２６．II．２００５（N）＆（O）; 犀川町帆柱 祓川

３exs．２３．X．２００４（O）;筑紫野市香園 筑後川水系宝満

川１ex.,１７．V．１９９５（O）;２exs.,１９．X．１９９５（O）;筑紫

野市本道寺 筑後川水系宝満川２exs.,２３．X．２００４（N）;

東峰村小石原塔の瀬 筑後川水系小石原川１ex.,

２４．X．１９９４（O）;東峰村小石原立ヶ隠 筑後川水系小

石原川８exs.,２０．V．１９９４（O）;１ex.,２５．VII．１９９４（O）;

１５exs.,２４．X．１９９４（O）;１０exs.,２３．I．１９９５（O）;うき

は市浮羽町妹川 筑後川水系巨瀬川６exs.,２９．VIII．

２００５（N）; 矢部村御側 矢部川水系御側川２exs.,４．

VI．２００２（O）

源流－上流部で採集され，砂や泥の場所に多い

ようである．マルヒメツヤドロムシ Zaitzeviaria

ovata によく似ているが，前胸背面にはきわめて細

かくしわ状の点刻が密にあり，光沢が無いことで

容易に区別可能である．佐賀県及び熊本県下の標

本も確認しており，九州において本州のマルヒメ

ツヤドロムシと同様な環境に広く生息しているも

のと思われる．同時に採集されることが多いアカ

モンミゾドロムシは周囲に樹木がある源流部で主

に採集されるが，本種は細流であれば周囲が開け

た場所でもよく採集される．

本種は大部分が短翅型（図３J）であったが，稀

に長翅型（図３K）が得られることがあった．

２４．ヒメツヤドロムシ

Zaitzeviaria brevis（Nomura）（図３L, M）

稲築町才田 遠賀川水系才田川１ex.,１１．IX．１９９６（O）;

穂波町天道 遠賀川水系穂波川１ex., ２８．VII．１９９９

（O）;穂波町高田 遠賀川水系内住川４exs.,２８．VII．

１９９９（O）; 方城町春日 遠賀川水系弁城川１ex.,１７．

VI．２００３（O）; 行橋市天生田 今川１ex.,１８．VI．１９９８

（O）;犀川町崎山 今川４exs.,２６．II．２００５（N）＆（O）;

豊津町徳永 祓川２８exs., ２２．VI．２００３（N）＆（O）;

豊前市山谷 角田川１ex.,１４．VII．２００４（N）; 豊前市

挟間 岩岳川４５exs.,２２．VI．２００３（N）＆（O）

開けた中下流部の岸よりで流れが緩やかになっ

た細かな砂や泥質の場所，または上流部でも水田

地帯を流れる開けた細流で採集された．開けた上

流部の泥質の場所では上記２種と同時に採集され

る場合もあった．

本種も長翅型（図３M）と短翅型（図３L）の２

型が認められたが，その出現割合は場所により異

なり，豊津町徳永ではほぼ半数が長翅型であった

が，豊前市挟間では全個体が短翅型であった．

２５．マルヒメツヤドロムシ

Zaitzeviaria ovata（Nomura）（図３N）

福岡市西区能古島２２exs.,２３．VII．２００５（N）;福津市

手光 手光今川６exs.,１５．XII．２００５（N）;宗像市田島

釣川水系３３exs.,５．IV．２００５（N）;８exs.,１５．XII．２００５

（N）; 宗像市大島 天の川８ex., １８．III．１９９９（O）;

方城町春日 遠賀川水系弁城川１ex.,１７．VI．２００３（O）;

図６ 福岡県におけるヒメツヤドロムシ属４種の分布パ
ターン

福岡県のヒメドロムシ
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北九州市小倉南区春吉 紫川５exs.,３０．VIII．２００３（N）

＆（O）; 行橋市徳永 祓川１ex., ２００１．VI．１０（O）;

豊前市挟間 岩岳川２exs.,２２．VI．２００３（O）

２３．ヒメツヤドロムシ属の一種によく似ている

が，前胸の点刻は疎で光沢があることから容易に

区別可能である．本州に生息するマルヒメツヤド

ロムシと同一種と思われ，主に中下流部で採集さ

れた．福岡県内の分布は北東部に限られており，

離島の大島や能古島では上記のヒメツヤドロムシ

属の一種と同所的に得られた．なお，本種につい

てはこれまでのところ福岡県下で長翅型に相当す

る個体は採集されていない．

考 察
福岡県のヒメドロムシ科の特徴

今回，福岡県下の河川から２５種のヒメドロムシ

科が記録された．九州北部地域あるいは福岡県の

ヒメドロムシ相に関するまとまった報告はこれま

でほとんどなく，わずかに高倉（１９８９）が福岡県

内より７種を報告しているのみである．今回記録

した２５種のうち，福岡県が模式・副模式標本の産

地となっているのは９種であり分類学的にも重要

な地域ということができる．これら９種はいずれ

も１９５０年代に採集された標本を基に記載されてい

る．このうち，イブシアシナガドロムシ，アシナ

ガミゾドロムシ，ミヤモトアシナガミゾドロムシ，

ヨツモンヒメドロムシ，ミゾツヤドロムシ，ホソ

ヒメツヤドロムシの６種は，現在も比較的普通に

採集されるが，ホソヨコミゾドロムシ，ケスジド

ロムシ，ハガマルヒメドロムシについては採集例

が少ない．特にハガマルヒメドロムシは福岡県以

外からの記録がなく，今回の調査でも成虫は遠賀

川水系穂波川のみでしか採集できなかった．今回

記録したヒメドロムシの中では最も絶滅が心配さ

れる種である．

佐藤（１９８５）では普通とされている種のうち，

キスジミゾドロムシ，ヒメツヤドロムシの採集例

は少なかった．これらの種は中下流部の人為的な

影響を受けやすい場所に生息しており，近年減少

している可能性も考えられる．同様に中下流域に

生息するアワツヤドロムシやキベリナガアシドロ

ムシも採集された河川は限られており，人為的影

響で生息場所が狭められている可能性がある．こ

の他に，他地域と比べた場合に福岡県ではゴトウ

ミゾドロムシ，ホソヒメツヤドロムシの採集例が

少ない．これらの種は，他地域で採集した経験に

よると，山間部の砂礫州がよく発達した平瀬部分

で採集されることが多い．福岡県下の河川は比較

的勾配が急で流程の短いものが多く，これらの種

の生息に適した場所が少ないことが原因の一つと

考えられる．

周辺地域とのヒメドロムシ相の比較

西日本のヒメドロムシ相に関してはいまだ明ら

かになっているとは言い難い．ここではこれまで

報告のある中国地方の広島県（秋山，２００３）や島

根県（林・島田，２００６）および筆者らの未発表デー

タなどをもとに福岡県と周辺地域のヒメドロムシ

相の比較を行う．

中国地方で記録があり，福岡県で採集されなかっ

た種として，ヒメハバビロドロムシ，アヤスジミ

ゾドロムシGraphelmis shirahatai，スネアカヒメド

ロムシ，ツヤドロムシ Zaitzevia nitida の４種があ

げられる．これらの種は，いずれも九州地方から

記録がない種で，アヤスジミゾドロムシ，スネア

カヒメドロムシは本州のみに，ヒメハバビロドロ

ムシ，ツヤドロムシは本州・四国に生息している

種である．筆者らのこれまでの調査結果から，こ

れらの種が福岡県あるいは九州北部地域に生息し

ている可能性は低いものと考えている．しかし，

ツヤドロムシについては九州南部で同種あるいは

ごく近縁と思われるものの生息を確認しており（中

島，未発表），またヒメハバビロドロムシあるいは

アヤスジミゾドロムシについても，九州南部には

生息している可能性があると考えている．スネア

カヒメドロムシは一般に標高の高い場所の河川に

生息する種であり，福岡県では同様な環境に近縁

種と思われるマルヒメドロムシ属の一種が生息し

ていたことから本県には生息していない可能性が

高いと考えている．ただし，本州では一部河川で

両種が同所的に生息している場所を確認しており，

九州中央部の九州山地には生息している可能性も

ある．

一方，福岡県で採集されて，中国地方で記録の

緒方 健・中島 淳

２４０



ない種としては，ハガマルヒメドロムシ，ナガア

シドロムシ属の一種，マルヒメドロムシ属の一種，

ヒメツヤドロムシ属の一種の４種があげられる．

これらの種のうち，ハガマルヒメドロムシは現在

のところ福岡県下のみからの記録しかなく，福岡

県下でも生息地はきわめて局地的である．本種の

起源がどこにあるのかなど不明な点も多く，生物

地理学的に興味深い種である．ナガアシドロムシ

属の一種やマルヒメドロムシ属の一種は，筆者ら

の調査により本州や四国の一部で同種と思われる

個体を確認しており，今後中国地方で発見される

可能性は高い．しかし，これらの種については形

態的な変異も多いようで，今後各地の標本をもと

にさらに詳細な比較検討が必要になるものと思わ

れる．ヒメツヤドロムシ属の一種は，マルヒメツ

ヤドロムシの置換種と考えられるが，福岡県北東

部の河川ではマルヒメツヤドロムシと混棲してい

る場所もあり，両種の分布域がどのような過程を

経て成立したのかについては今後の検討課題である．

この他，キベリナガアシドロムシ，アワツヤド

ロムシは中国，四国，近畿地方には比較的普通に

見られるが，本州中部地方以北での確実な記録は

なく，吉富ほか（１９９９）も愛知県矢作川では確認

できていない．これらの種は，福岡県東部の豊前

海（瀬戸内海）流入河川を中心に採集されており，

四国あるいは本州の瀬戸内側においても普通に見

られる．本州・四国・九州の瀬戸内海流入河川に

おける生物相が相互に類似していることについて

は，特に純淡水魚類で良く知られている（酒

泉，１９８７；Matsuda et al.,１９９７；Watanabe，１９９８）．

これらは，約２万年前まで存在した古瀬戸内水系

（桑代，１９５９；日本第四紀学会，１９８７）にその起源

があるものと考えられており（北川ほか，２００４；

Watanabe and Nishida，２００２），キベリナガアシド

ロムシやアワツヤドロムシの分布もそれらに類似

したパターンを示していることは興味深い．なお，

これら２種の過去の記録には，それぞれ，ツヤナ

ガアシドロムシ，ミゾツヤドロムシの誤同定がか

なり含まれていることが予想され，正確な同定に

基づいた分布状況を調べる必要があるように思わ

れる．

ヒメドロムシ科の時間的・空間的分布

河川の水生昆虫についてはカゲロウ目などで，

時間的・空間的棲み分けの例がよく報告されてい

る．ヒメドロムシ科成虫は一般に寿命が長く

（Cole，１９５７；Brown，１９７４），流心部で普通に見ら

れる種は，ほぼ一年中成虫が採集され，時間的な

棲み分けの例はあまりないものと考えられた．た

だし，幼虫の発育時期や成虫の羽化または交尾時

期に季節的な差異が見られる可能性はあり，この

点についてはより詳細な調査が必要である．

ツルヨシ等の抽水植物の根際に生息する，ヨコ

ミゾドロムシ，ホソヨコミゾドロムシ，アシナガ

ミゾドロムシ，ミヤモトアシナガミゾドロムシは

冬にはまったく採集されなかった．春に採集され

たヨコミゾドロムシやミヤモトアシナガミゾドロム

シで体表面の汚れや磨耗具合から越冬個体と考え

られるものが含まれていたことから，冬季に河川岸

部の土中などで越冬している可能性が高い．これら

に関して国内の知見はまったくないが，Bell（１９７２）

や Brown（１９８７）は乾季に水が流れていない川底

を掘ってヒメドロムシを採集した例を報告してお

り，また Bellは夏眠の可能性を示唆している．

その他にも採集例は少ないが，川岸近くの流木

や抽水植物の根際などで採集されたハバビロドロ

ムシ，キスジミゾドロムシ，クロサワドロムシ，

ケスジドロムシの４種も冬季には採集されていな

い．これらの種については成虫の出現時期が限ら

れているものと考えているが，現段階では不明な

点が多く今後の詳細な調査が必要である．

同属内での流程による棲み分けの例は，今回調

査した中ではミゾドロムシ Ordobrevia 属，ナガア

シドロムシGrouvellinus属，ツヤドロムシZaitzevia

属，ヒメツヤドロムシ Zaitzeviaria 属で認められ

た．ミゾドロムシ属ではアカモンミゾドロムシ，

ゴトウミゾドロムシ，キスジミゾドロムシの順に，

ナガアシドロムシ属ではナガアシドロムシ属の一

種，ツヤナガアシドロムシ，キベリナガアシドロ

ムシの順に，ツヤドロムシ属ではミゾツヤドロム

シ，アワツヤドロムシの順に，ヒメツヤドロムシ

属ではヒメツヤドロムシ属の一種，ホソヒメツヤ

ドロムシ，ヒメツヤドロムシ＋マルヒメツヤドロ

ムシの順に源流部から下流部へと生息していた．
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ただし，各々の分布の重なりは普通にみられた．

ヒメドロムシ類の流程分布に関して詳細に調べた

例はないが，吉富ほか（１９９９）は愛知県矢作川に

おいて，ツヤドロムシ属のミゾツヤドロムシが上

流に，ツヤドロムシが中下流に分布することを報

告している．筆者らは近畿・中国地方において，

ミゾツヤドロムシ，ツヤドロムシ，アワツヤドロ

ムシの順に上流から下流に流程分布が変化してお

り，ミゾツヤドロムシがかなり上流に偏った分布

をする例を多く観察している．しかし，ツヤドロ

ムシを欠く本県の河川においては，ミゾツヤドロ

ムシは比較的下流域まで生息しているようである．

ヒメツヤドロムシ属についても，本州においては

通常最上流部にマルヒメツヤドロムシが生息して

いるが，福岡県では同様の環境にヒメツヤドロム

シ属の一種が生息しており，マルヒメツヤドロム

シは中下流域で多く見られた．このように本県に

おけるヒメドロムシの流程分布は，本州の場合と

若干異なる傾向を示すようである．また，カゲロ

ウなど他の河川に生息する水生昆虫と比べると，

その流程分布の決定要因は，流程に伴う物理的環

境だけでなく，同属内他種の影響も強く受けてい

るように思われる．

アシナガミゾドロムシ Stenelmis属では，イブシ

アシナガドロムシが流心部の礫で，アシナガミゾ

ドロムシ及びミヤモトアシナガミゾドロムシが川

岸の植物基質上で採集され，同一流程内で水平的

な棲み分けが認められた．また，アシナガミゾド

ロムシ属の植物基質上で採集される２種とヨコミ

ゾドロムシ Leptelmis 属の２種では，同所的に採集

された例が多かったが，特に流れが速い場所でア

シナガミゾドロムシ属が，流れが緩やかな場所で

ヨコミゾドロムシ属が採集される傾向があった．

しかしながら，アシナガミゾドロムシ属の植物基

質上で採集される２種や，ヨコミゾドロムシ属の

２種それぞれについて，今回の調査では明瞭な棲み

分けは認められなかった．さらに採集例を増やし

たり，マイクロハビタットに注目して調査するこ

とによって，同属内での種ごとの好適生息場所に

違いが認められる可能性はあるものと思われる．

今後は九州地域全体のヒメドロムシ相の解明を

通して，分布域の形成過程あるいは各種の生息限

定要因について，より詳細に明らかにしていきた

いと考えている．
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